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雌
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
お
り
ま
す

と
、
連
日
の
ご
と
く
心
を
痛
め
る
話
題
が

マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

い
じ
め
の
問
題
で
す
。
い
じ
め
を
問
題
と

す
る
自
殺
や
自
殺
予
告
す
る
な
ど
、
い
じ

め
に
関
わ
る
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的

に
次
々
と
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
学

校
と
家
庭
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
従
来
い
じ
め
に
対
し
て
は
、
学
校

側
も
あ
ん
ま
り
穴
剣
に
収
り
組
ん
で
こ
な

か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
い
じ

め
に
放
し
ん
で
い
る
子
が
い
た
ら
、
助
け
、

支
え
て
や
る
の
が
先
生
方
の
役
目
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
黙
認
し
た
り
、
見
過
ご

し
た
り
す
る
無
心
任
は
許
さ
れ
な
い
は
ず

で
す
。
教
育
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
子
供
か
ら
の
サ
イ
ン
を
絶
対
見
逃
さ

な
い
た
め
の
努
力
と
、
事
実
を
受
け
止
め
、

き
ち
ん
と
対
応
を
と
る
と
い
う
姿
勢
の
は

ず
で
す
。

　

い
じ
め
の
背
以
と
し
て
「
親
が
吐
会
の

ル
ー
ル
を
教
え
て
い
な
い
」
、
「
他
人
の
痛

み
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
「
親

が
戸
供
の
悩
み
を
把
捉
で
き
て
い
な
い
」

と
い
っ
た
よ
う
な
、
家
庭
で
の
教
育
問
題

が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
人
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
確
か
に
親
戸
の
コ
ミ
ュ
ニ

ヶ
Ｉ
シ
ヲ
ノ
が
あ
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
状

況
に
つ
い
て
も
っ
と
正
確
に
把
握
で
き
る

は
ず
で
す
。
ｆ
供
た
ち
の
苫
し
み
に
、
こ

わ
ま
で
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
き
た
大
人
は

ど
れ
だ
け
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
毎
目
た
く
さ

ん
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
い
ま

す
。
白
分
一
人
だ
け
で
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
。
助
け
合
っ
て
生
き
て
行
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人
。
人
が
廻
り
の
人

の
心
の
痛
み
や
＆
し
み
を
理
解
し
、
吏
剣

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
。
今
ほ
ど
求
め

ら
わ
て
い
る
時
代
は
、
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
、
多
く
報
道
さ
わ
て
い
る
が
に
、

も
う
一
つ
児
童
虐
待
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
子
供
が
虐
待
で
死
に
す
る
悲
惨
な
事

件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
何
と
も
恐
ろ
し

い
こ
と
で
す
。
戸
供
を
育
て
る
家
庭
の
絆

が
弱
ま
り
、
深
刻
な
ヶ
Ｉ
ス
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
暖
か
く
温
も
り
の
あ
る
家

庭
が
生
育
の
原
点
で
す
。
殺
伐
と
し
た
潤

い
の
な
い
社
会
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
心

の
安
住
で
き
る
暖
か
い
場
所
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
力
を
へ
］
わ
せ
て
、

そ
の
よ
う
な
環
境
を
作
り
、
守
り
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
心
者
に
は
、
い
じ
め
、
虐
待
は
。

無
縁
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

上
き
て
い
く
上
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

は
あ
る
は
ず
で
す
。
患
者
さ
ん
同
士
「
助

け
合
う
心
」
を
！
少
し
で
も
持
つ
こ
と
で
。

自
然
と
優
し
い
言
偏
が
出
て
き
て
、
そ
こ

か
ら
人
と
人
の
交
流
が
、
は
じ
ま
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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J7s･■♂－■・

　

I』･d
迎営委員

　

Ily木

　

芳

市町村独自の交通赳助成状況

道庁との石見交換会邨告

一」

　

治（遵南）
投稿「昌移植へのチヤレンジヤ

　　　　　　　　　　　

大田見

§|也のだより

　　　　

_．

4j務局通信・1;務局活動経過報告・癩集後記岩見沢、十勝、苫小牧、北見、稚内、滝川

２



－彝
華

果

糞
薇
素
腹
圏
難
華
韮

　

会
員
の
皆
様
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
に

よ
り
既
に
承
知
さ
れ
、
ま
た
大
変
心
配
さ

れ
て
お
ら
れ
る
夕
張
巾
立
病
院
の
透
析
室

廃
止
問
題
に
つ
き
ま
し
て
そ
の
概
要
と
、

道
腎
協
の
対
応
行
動
を
報
告
し
ま
す
。

　

夕
張
市
に
お
い
て
は
。
昨
年
９
月
に
「
夕

張
市
に
お
け
る
財
政
再
建
の
基
本
的
な
考

え
方
」
の
提
言
に
基
づ
き
『
直
立
病
院
を

必
要
最
小
限
の
医
療
機
能
を
存
続
さ
せ
る

事
を
基
本
に
経
営
改
革
に
取
り
組
む
』
と

の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

道
腎
協
で
は
こ
の
報
道
に
接
し
透
析
室

の
存
続
に
危
機
感
を
抱
き
協
議
の
ヒ
、
役

員
を
派
遣
し
状
況
の
把
握
と
透
析
室
の
維

持
を
働
き
か
け
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

‐
月
幻
日
、
役
員
を
夕
張
市
役
所
・
夕

張
市
政
病
院
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

夕
張
市
の
方
針
は
「
公
設
民
営
化
を
図

る
。
運
営
医
療
法
人
は
公
募
に
よ
っ
て
決

め
る
。
公
募
条
件
と
し
て
は
透
析
室
を
含

む
４
科
の
維
持
で
あ
る
。
」
と
の
説
明
が

あ
り
透
析
室
は
存
続
さ
れ
る
と
の
返
答
を

得
ま
し
た
が
、
透
析
室
は
透
析
患
者
に

と
っ
て
命
の
綱
で
あ
り
必
要
不
可
欠
で
あ

る
、
と
存
続
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。
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1
2
月
1
9
日
に
は
道
庁
に
お
い
て
、
各
担

当
者
と
の
意
見
交
換
会
（
本
紙
Ｐ
６
～

1
0
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
議
題
は

決
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
が
急
濾
夕
張
市
立

病
院
問
題
の
追
加
を
要
望
し
'

■
■
-
*
｡
前
に
調

整
さ
れ
た
議
題
の
終
了
後
、
こ
の
悶
題
の

担
当
者
方
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
担
当
者
方
も
こ
の
問
題
を
よ
く
把

握
し
て
お
り
、
ま
た
透
析
患
者
の
実
情
に

も
理
解
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
４
月
１
日
以
降
は
新
医
療
法
人
の
元

で
透
析
室
は
存
統
さ
れ
る
と
の
見
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
安
堵
し
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
月
２
１
日
に
夕
張
巾
及
び
市
立

病
院
は
患
者
家
族
に
対
す
る
脱
明
会
に
お

い
て
、
３
月
３
１
日
以
降
は
透
析
竃
は
閉
鎖

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
各
人
転
院
先
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
と
説
明
し
ま
し
た
。
夕

張
腎
臓
病
友
の
会
か
ら
の
知
ら
せ
に
大
変

驚
き
直
ち
に
巾
立
病
院
に
事
実
関
係
を
確

認
し
、
ま
た
道
庁
に
対
し
て
も
透
析
室
の

存
統
と
、
真
に
存
続
し
な
い
事
が
避
け
ら

れ
な
い
場
合
に
は
通
院
于
段
の
確
保
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
全
国
紙
や
テ
レ
ビ
等
に
よ

り
報
道
さ
れ
、
全
腎
協
や
各
県
腎
協
か
ら

多
く
の
激
励
や
協
力
の
申
し
出
を
受
け
ま

し
た
。
全
腎
協
に
お
い
て
も
１
月
2
4
口
厚

生
労
働
省
健
康
局
に
栗
原
副
会
長
が
夕
張

を
始
め
各
県
に
お
い
て
透
析
室
の
廃
止
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
に
対
し
、
実
態
調
査

と
必
要
な
対
応
を
と
る
よ
う
に
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

　

道
腎
協
で
は
更
に
１
月
3
1
日
に
北
海
道

知
事
に
対
し
、
「
夕
張
市
立
病
院
透
析
室

の
存
続
と
、
通
院
費
助
成
」
を
要
望
し
。

同
時
に
夕
張
市
長
に
も
要
望
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

　

２
月
７
日
に
は
柳
沼
副
会
長
以
Ｆ
２
名

で
道
議
会
を
訪
問
し
、
各
会
派
に
対
し
て

透
析
室
存
統
の
要
望
ｊ
を
提
出
し
、
趣
旨

と
夕
張
巾
在
住
患
者
の
現
況
を
説
明
し
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
更
に
２
月
1
9
日
、

道
議
会
に
対
し
て
夕
張
市
立
病
院
透
析
室

存
続
に
関
す
る
請
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
な
お
請
願
に
あ
た
り
、
紹
介
議
員
と

し
て
民
主
党
沖
田
龍
児
道
議
（
苫
小
牧
）
、

共
産
党
大
橘
晃
道
議
（
札
幌
東
区
）
の
２

先
生
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
腎
協
に
お
い
て
は
早

い
時
期
か
ら
行
動
し
、
道
庁
及
び
道
議
会

に
対
し
て
重
ね
て
要
望
等
を
し
て
き
ま
し

た
が
現
在
の
所
、
存
続
の
可
能
性
は
低
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
運
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

以
ｈ
、
夕
張
市
立
病
院
の
透
析
室
の
存

続
に
関
す
る
問
題
の
経
過
及
び
道
腎
協
の

対
応
行
動
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
運
営
委
員

　

芭
木
芳
三
）

ＯＯ･oooo･

奥
様
か
ら
お
借
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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中
、
道
内
の
市
町
村
独
自
の
透
析
患
者
・
身
体
障
害
者
へ
の
交
通
費
助
成
状
況
に

つ
い
て
、
各
地
域
腎
友
会
の
協
力
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
各
地
域
腎
友
会
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

旭

川

市

月

形

町

新
篠
津
村

留
寿
都
村

京
極
町

倶
知
安
町

共
和
町

真
狩
村

ニ
セ
コ
町

蘭
越
町

島
牧
村

黒
松
内
町

小
樽
市

余

市

町

網

走

市

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
年
間
基
本
料
金
×
3
6
枚
～
２
　
１
枚
（
H
1
8
・
４
減
額
）

運
賃
割
り
引
き
後
の
運
賃
の
上
２
～
上
４
が
支
給
（
所
得
税
世
帯
合
計

２
０
０
、
０
０
０
円
以
下
）

年
間
４
２
、
０
０
０
円
を
見
舞
金
と
し
て
支
給
（
所
得
制
限
あ
り
）

年
間
２
５
、
４
４
０
円
（
身
障
者
ｆ
帳
３
級
以
Ｌ
．
領
収
書
持
参
の
こ
と
）

町
の
頼
ん
で
い
る
車
で
送
迎

年
間
１
４
、
１
０
０
円
（
身
障
者
ｆ
帳
３
級
以
れ
領
収
書
持
参
の
こ
と
）

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
４
０
０
円
×
3
0
枚

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
５
４
０
円
×
2
4
枚

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
４
０
０
円
X
2
5
枚
（
―
回
に
つ
き
２
枚
使
用
、

町
内
の
み
）

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
５
４
０
円
×
2
4
枚
（
重
度
１
級
、
町
内
の
み
）

侈
送
サ
ー
ビ
ス
検
討
中

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

月
３
０
０
円
×
５
枚

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

（
近
い
方
）
４
０
０
円
X
4
0
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
い
方
）
４
０
０
円
×
　
1
7
枚

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
５
３
０
円
ｘ
1
5
枚
（
Ｉ
級
）

前
年
度
の
所
得
会
額
に
応
じ
て
交
付

年
間
１
９
、
０
８
０
円

年
間
１
２
、
７
２
０
円
（
基
準
額
を
超
え
た
方
）

斜
里
町

　

道
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
交
通
費
の
金
額
の
差
額
を
支
給

　

タ
ク
シ
ー
チ

～
・

　

．
ベ

　

ケ
ッ
ト
1
8
枚
（
月
４
枚
×
1
2
ヶ
月
）
（
身
障
者
ｆ
帳
２
級
以
ｈ
）

清
里
町

　

Ｊ
Ｒ
料
金
×
回
数

北
見
市

　

市
の
区
域
内
の
路
線
バ
ス
の
乗
車
運
賃
が
無
料

　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
基
本
料
金
×
1
5
枚
（
市
内
、
腎
機
能
障
害
）

美
幌
町

　

タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
×
通
院
回
数
（
往
復
と
も
）
基
本
料
金
を
超
え
る
分

　
　
　
　
　

は
自
己
負
担

端
野
町

　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

　

年
間
基
本
料
金
×
5
0
枚
、
年
間
５
、
０
０
０
円
の

　
　
　
　
　

交
通
費

標
茶
町

　

年
に
４
回

　

Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
な
ど
で
通
院
に
要
し
た
金
額
を
助
成

厚
岸
町

　

年
に
２
回

　

Ｉ
回
約
４
３
、
０
０
０
円
～
５
３
、
０
０
０
円
（
町
外
の
医
療

　
　
　
　
　

機
関
に
通
院
し
て
い
る
方
の
み
対
象
）

旧
音
別
町

　

年
に
1
2
回

　

月
Ｉ
、
０
２
０
円
～
１
、
０
３
０
円

浜
中
町

　

年
に
1
2
回

　

月
３
５
３
円
～
２
、
４
０
０
円

旧
阿
寒
町

　

年
に
２
回

　

１
回
約
３
８
、
０
０
０
円

白
糠
町

　

年
に
１
２
回

　

３
、
０
０
０
円
～
７
、
０
０
０
円

旧
釧
路
市

　

年
に
２
回

　

Ｉ
回
約
１
、
３
０
０
円
～
２
９
、
０
０
０
円

中
標
津
町

　

年
に
２
回

　

１
回
約
８
６
、
０
０
０
円

羅
臼
町

　

年
に
２
回

　

Ｉ
回
約
５
７
、
０
０
０
円
～
１
１
７
、
０
０
０
円

別
海
町

　

年
に
２
回
（
２
月
と
９
月
）
病
院
ま
で
の
距
離
が
～
2
5
㎞
ま
で
１
回

　
　
　
　
　

２
４
０
円
、
～
5
0
㎞
ま
で
４
８
０
円
、
～
7
5
㎞
ま
で
８
４
０
円
、
～

　
　
　
　
　

１
０
０
㎞
ま
で
Ｉ
、
２
０
０
円
、
～
１
２
５
㎞
ま
で
Ｉ
、
５
６
０
円
こ
れ
の

　
　
　
　
　

通
院
回
数
分

札
幌
市

　

福
祉
乗
車
証
（
巾
営
交
通
機
関
・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
・
定
鉄
バ
ス
・
タ
鉄
バ
ス
ご

　
　
　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
．
基
本
料
金
×
6
0
枚
・
自
動
車
燃
料
券
Ｉ
、
０
０
０

　
　
　
　
　

円
券
×
3
0
枚
の
い
ず
れ
か
を
選
択

石
狩
市

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

年
間
小
型
基
本
料
金
相
当
額
ｒ
-
1
9
枚
を
限
度
と

　
　
　
　
　

し
て

北
広
島
市

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

年
間
５
０
０
円
×
詞
枚
（
１
２
、
０
０
０
円
分
）
・

　
　
　
　
　

自
動
車
燃
料
券
９
、
０
０
０
円
分
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　
　
　
　
　

他
に
低
所
得
者
に
対
し
交
通
費
給
付
あ
り
．
月
額
２
、
０
０
０
円
×
ａ
回

恵
庭
市

　

年
２
回
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
の
上
２
現
金
支
給
（
通
院
回
数
は
月
４
回

　
　
　
　
　

以
上
．
月
1
0
回
を
限
度
）
、
市
外
の
透
析
施
設
に
通
院
の
方
は
、
右
記
の

　
　
　
　
　

他
Ｊ
Ｒ
駅
よ
り
透
析
施
設
の
あ
る
最
寄
の
Ｊ
Ｒ
駅
ま
で
の
料
金
で
別
に
定

　
　
　
　
　

め
る
算
出
方
法
に
よ
り
支
給
あ
り

４



長

沼

町

由

仁

町

函
館
市

北

斗

市

旧
大
野
町

江

差

町

足

寄

町

芽
室
町

帯
広
市

上
士
幌
町

音
更
町

鹿
追
町

清
水
町

幕
別
町

厚
真
町

安

平

町

鵡
川
町

白

老

町

町
内
在
住
の
透
析
患
者
(
非
課
税
世
帯
)
　
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
年
間
3
0

枚
と
障
害
者
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
年
間
3
0
枚

町
外
　
(
札
幌
等
)
　
に
通
院
す
る
透
析
患
者
に
は
さ
ら
に
t
 
I
R
往
復
運
賃

と
地
下
鉄
往
復
運
賃
の
合
罪
額
に
通
院
回
数
を
乗
じ
た
額
か
ら
課
税
世
帯

は
1
万
円
を
排
除
し
た
額
､
非
課
税
世
帯
は
5
千
円
を
排
除
し
た
額
の
そ

れ
ぞ
れ
2
一
3
を
助
成

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
　
年
間
5
'
3
0
0
円
(
身
障
者
手
帳
1
･
2
級
)

町
外
へ
の
通
院
は
1
回
の
単
価
×
回
数
分
(
但
し
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り
)

距
離
的
区
分
に
よ
る
単
価
を
2
倍
し
､
1
ケ
月
の
通
院
回
数
を
乗
じ
た
額

を
算
出
｡
さ
ら
に
'
所
得
税
の
課
税
世
帯
'
非
課
税
世
帯
に
よ
っ
て
支
給

額
が
決
定
　
(
所
得
制
限
あ
り
)

タ
ク
シ
-
基
本
料
金
乗
車
券
　
年
間
5
3
0
円
×
3
6
枚
'
市
奄
利
用
券
(
無

料
パ
ス
)

函
館
バ
ス
乗
車
が
半
額
　
(
距
離
は
無
制
限
)

大
野
地
区
は
腎
機
能
障
害
者
通
院
交
通
費
助
成
'
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

5
0
0
円
×
2
4
枚
(
1
級
～
3
級
'
平
成
1
 
9
年
度
ま
で
)

タ
ク
シ
-
乗
車
券
　
年
間
1
㌧
0
0
0
円
×
1
 
3
枚
'
町
内
間
の
バ
ス
利
用

半
額
補
助

透
析
施
設
の
あ
る
本
別
町
ま
で
大
型
タ
ク
シ
-
に
よ
る
送
迎
助
成

非
祝
税
世
帯
の
み
'
1
R
･
バ
ス
の
実
費

自
家
用
車
の
場
合
1
k
m
3
7
円
(
月
8
回
上
限
)

生
活
保
護
'
非
課
税
世
帯
の
み

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
　
年
間
1
2
'
0
0
0
円

バ
ス
代
の
実
費

バ
ス
代
の
実
費

町
外
へ
の
通
院
の
み
バ
ス
代
の
実
費

タ
ク
シ
ー
半
額
助
成

バ
ス
代
実
費
'
自
家
用
車
に
つ
い
て
は
I
k
m
l
 
0
円
'
タ
ク
シ
-
半
緬
助
成

1
R
･
バ
ス
と
も
に
半
顛
助
成
　
(
日
数
制
限
な
し
)

J
R
･
バ
ス
と
も
に
半
額
助
成
　
(
日
数
制
限
な
し
)

1
R
･
バ
ス
と
も
に
半
額
助
成
　
(
日
数
制
限
な
し
)

1
R
･
バ
ス
と
も
に
半
頗
助
成
　
(
日
数
制
限
な
し
)

限
度
額
1
通
院
に
つ
き
5
'
0
0
0
円

日
高
町
　
1
R
･
バ
ス
･
自
家
用
車
の
利
用
に
対
し
て
助
成
　
毎
月
通
院
証
明
を
医

者
に
記
入
し
て
も
ら
い
申
請
す
る
｡
(
日
数
制
限
な
し
'
限
度
額
1
ケ
月

1

0

､

0

0

0

円

)

平

取

町

苫
小
牧
市

板
皇
市

幌
延
町

天
塩
町

豊

吉

町

猿
払
村

三

笠

市

吉
良
野
市

年
に
2
回
3
､
9
0
0
円
　
(
週
3
回
以
上
通
院
及
び
非
課
税
世
帯
対
象
)

タ
ク
シ
-
券
　
年
間
3
6
枚
(
月
3
枚
×
4
3
0
円
分
)
I

市
営
バ
ス
無
料
乗
車
券
(
介
護
人
付
)
　
の
い
ず
れ
か
選
択

･
重
度
身
体
障
害
者
に
対
す
る
ハ
イ
ヤ
ー
券
の
助
成

(
下
肢
･
体
幹
機
能
障
害
1
･
2
級
'
視
覚
障
害
-
級
'
腎
臓
機
能
障
害

-
級
'
心
臓
機
能
障
害
1
級
)
　
年
間
予
算
内
で
希
望
す
る
人
数
に
よ
り

助
成
枚
数
が
変
動
す
る

･
腎
臓
機
能
障
害
者
'
交
通
費
の
助
成

根
室
市
外
の
医
療
機
関
で
透
析
を
受
け
る
場
合
に
通
院
交
通
費
助
成

年
間
6
5
'
0
0
0
円

年
間
3
､
0
0
0
円

月
1
0
'
0
0
0
円
前
後
(
収
入
に
よ
る
)

月

1

0

㌧

0

0

0

円

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
　
年
間
-
区
間
×
2
4
枚

･
市
内
通
院
費
は
助
成
な
し

･
富
良
野
市
か
ら
老
節
布
松
南
　
(
バ
ス
の
み
)

通
院
日
数
×
往
復
バ
ス
料
金
=
申
請
額

申
請
頗
×
o
･
8
=
助
成
額

中
暮
島
野
町
　
難
病
患
者
通
院
交
通
費
助
成
あ
り
'
6
ケ
月
ご
と
に
4
4
0
円
×
通
院
回

数
×
o
･
5

上
暮
良
野
町
　
(
7
0
0
円
×
通
院
回
数
)
-
5
'
0
0
0
円
+
道
補
助
金
×
1
 
2
ケ
月

幾
寅
町
　
町
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
'
幾
寅
～
富
良
野
1
､
0
8
0
円
(
往
復
)
･
幾
寅
～

旭
川
2
'
5
2
0
円
(
往
復
)

斜
里
町
　
タ
ク
シ
ー
券
　
年
間
4
8
枚

通
院
交
通
費
　
全
額
補
助
(
道
か
ら
の
通
院
交
通
費
助
成
+
町
か
ら
の
補
助
)

小
清
水
町
　
タ
ク
シ
ー
券
　
年
間
4
8
枚

清
里
町
　
通
院
交
通
費
　
全
額
補
助
(
道
か
ら
の
通
院
交
通
費
助
成
+
町
か
ら
の
補
助
)

名
寄
市
　
タ
ク
シ
-
券
　
年
間
3
6
枚

㊥
旧
栗
沢
町
･
栗
山
町
は
現
在
は
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
泊
村
は
交
通
更
助
成
の
該

当
者
が
い
ま
せ
ん
｡



一一望-l :臣二.

主
秤

主　主

幹　幹

主
秦

南岩　三吉遠　田　笠

波　山　瓶野藤浮　原

閑細　高

下　口　張

秀　貴稔勝和　将　　邦　隆秀敏

明　雄略　己　彦　美徹夫　司　明　裕

氏　氏　氏　氏　氏　氏　氏　氏　氏　氏　氏

日
　
時
　
平
成
1
 
8
年
1
 
2
月
_
 
9
日
㈹

午
前
1
 
0
時
～
1
 
2
時
3
 
0
分

場
　
所
　
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
2
F
4
号
会
議
室

出
席
者
　
道
　
庁

高
齢
者
保
健
福
祉
政

医
務
秦
務
汲

介
鵡
保
険
課

障
古
着
保
健
福
祉
汲

医
療
政
策
淋

(
村
会
)
保
健
福
祉
部
税
務
政

道
腎
協
　
掛
札
副
会
長
'

主
査

主
幹

主
査
主
幹
　
小
笠
原

主
査

主
幹

主
査山
口
副
会
長
､

苗
木
運
営
委
員
'
北
運
営
委
員
'

栗
山
全
腎
協
理
事
'
堀
井
事
務
局
長

要
望
項
目
-

北
海
道
医
療
給
付
事
業
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
(
マ
ル
障
)
の
対
応
に
つ
い
て

私
た
ち
透
析
患
者
は
上
記
の
事
業
の
対

象
と
な
り
､
ご
承
知
の
よ
う
に
医
療
機
関

の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
高
齢
者

一
医
療
に
酔
拠
し
て
い
ま
す
｡
平
成
1
 
8
年
ー

月
か
ら
の
入
院
時
負
担
金
の
増
額
'
そ
し

て
､
平
成
2
 
0
年
4
月
か
ら
の
新
た
な
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
'
前
期
高
齢
者
(
6
 
5
歳

以
上
7
 
4
歳
未
満
)
と
後
期
高
齢
者
(
7
 
5
歳

以
上
)
　
と
分
け
ら
れ
､
ど
ち
ら
に
該
当
す

る
か
で
医
療
費
の
l
部
負
担
金
の
上
限
は

大
幅
に
違
い
ま
す
｡

道
と
し
て
は
こ
の
制
度
に
対
し
て
の
対

応
を
ど
う
す
る
の
か
見
解
を
お
願
い
し
ま

す
｡囲

答
要
旨

担
当
　
障
書
者
保
健
福
祉
課

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
､
自
己
負
担
の
基
準
と
し
て

い
る
老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
､
平
成
2
0

年
4
月
か
ら
　
｢
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
｣
　
と
し
て
'
新
た
な
制
度
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
'
細
部

に
つ
い
て
は
定
ま
っ
て
い
な
い
事
項
も
多

い
こ
と
か
ら
'
今
後
も
関
係
す
る
団
体
か

ら
の
意
見
や
要
望
を
承
っ
て
い
く
と
と
も

に
'
医
療
給
付
事
業
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
勘
案
L
t
　
安
定

し
た
制
度
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
､
必
要
な
検
討
を
行
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
現
在
北
海
道
'
東
京
都
､
島

根
県
だ
け
が
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
に
月
額
上
限
が
あ
り
ま

す
が
原
則
1
割
負
担
で
す
｡
そ

の
他
の
府
県
は
月
額
数
千
円
の

自
己
負
担
で
す
｡
7
月
1
0
日
の

厚
生
労
働
省
で
の
医
療
制
度
改

■
道
　
庁

★
道
腎
協

■
道
　
庁

★
道
腎
協

革
へ
の
都
道
府
県
向
け
の
説
明

会
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
'
道
の

マ
ル
障
へ
の
自
己
負
担
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
老
人
医
療
費
の

自
己
負
担
が
平
成
2
0
年
か
ら
見

直
し
さ
れ
ま
す
｡
北
海
道
で
の

マ
ル
陣
に
対
す
る
自
己
負
担
を

維
持
し
て
頂
き
た
い
要
望
で
す
｡

今
は
ま
だ
回
答
で
き
ま
せ
ん
｡

皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
聞
い
て

受
け
と
め
て
い
き
た
い
の
で
､

ご
理
解
頂
き
た
い
o

道
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
検
討

に
入
っ
て
い
る
の
で
す
か
o

具
体
的
な
も
の
は
ま
だ
出
て

い
ま
せ
ん
が
'
新
し
い
医
療
制

度
改
革
に
対
す
る
各
部
門
で
は

検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
｡

後
期
高
齢
者
や
各
種
保
険
統

合
の
広
域
連
合
等
住
ん
で
い
る

所
で
保
険
料
が
追
う
と
い
う
の

で
は
､
大
変
心
配
で
あ
り
ま
す
｡

ま
た
'
各
種
制
度
が
見
直
し
さ
れ

る
度
に
患
者
に
し
わ
寄
せ
が
き

ま
す
｡
道
庁
か
ら
も
国
に
対
し

患
者
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
'
お
願
い
し
て
頂
き
た
い
｡



要
望
項
目
2

税
制
改
定
で
住
民
税
課
税
世
帯
に
移
行
し
て
医
療
史
が

原
則
1
割
負
担
に
な
っ
た
高
齢
者
の
対
応
に
つ
い
て

現
在
'
慢
性
維
持
透
析
患
者
の
平
均
年

齢
が
6
4
歳
(
日
本
透
析
医
学
会
2
0
0
5

年
1
 
2
月
末
)
　
と
高
齢
者
が
大
半
を
し
め
て

い
ま
す
｡
平
成
1
 
8
年
度
の
国
の
税
制
変
更

に
よ
り
へ
　
老
年
者
控
除
廃
止
や
公
的
年
金

控
除
縮
小
な
ど
で
､
住
民
税
非
課
税
世
帯

か
ら
課
税
世
帯
に
な
り
'
平
成
_
8
年
1
0
月
か

ら
医
療
費
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
負
担
が

重
く
困
っ
て
い
る
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
｡

道
で
は
こ
の
よ
う
な
患
者
の
実
態
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
見
解
を
お
願
い
し
ま
す
｡

E

g

･

.

I

ふ

,

I

I

担
当
　
障
害
者
保
健
福
祉
訳

○
　
税
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
'
そ
の

と
き
ど
き
の
社
会
経
済
状
況
を
総
合
的

に
考
慮
し
て
'
国
民
の
皆
様
の
間
の
公
平

感
や
均
衡
の
観
点
か
ら
､
も
っ
と
も
適

切
と
考
え
ら
れ
る
形
に
な
る
よ
う
､
常

に
そ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
o

O
　
北
海
道
が
実
施
し
て
い
る
重
度
心
身

障
害
者
医
療
給
付
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
､
各
種
医
療
給
付
事
業
に
お
い
て
は
'

こ
う
し
た
税
制
の
特
性
に
着
目
L
t
　
市

町
村
民
税
の
課
税
状
況
と
'
利
用
者
の

方
々
の
ご
負
担
の
水
準
を
連
動
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
'
幅
広
い
道
民
の
皆
様
か

ら
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
仕
組
み
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

○
　
こ
の
た
び
の
税
制
改
正
に
お
け
る
へ

控
除
金
額
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
'
他

の
先
進
各
国
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

急
速
な
少
子
･
高
齢
化
が
進
行
す
る
わ

が
国
に
と
っ
て
'
社
会
を
支
え
る
世
代

間
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
観
点
か
ら
行

わ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
｡

○
　
こ
の
た
び
の
税
制
改
正
に
よ
り
'
医

療
給
付
事
業
を
は
じ
め
様
々
な
制
度
に

お
い
て
影
響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
が
､

ご
負
担
と
課
税
状
況
を
連
動
さ
せ
て
い

る
趣
旨
に
つ
い
て
'
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
平
成
1
 
6
年
1
0
月
の
マ
ル
障
見

す
｡
今
回
の
自
己
負
担
増
に
対

す
る
患
者
の
実
態
調
査
を
さ
れ

る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
o

■
道
　
庁
　
今
の
と
こ
ろ
'
実
態
調
査
を

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
実

際
問
題
と
し
て
収
入
や
経
済
状

況
が
変
わ
ら
な
い
の
に
'
住
民

税
負
担
や
保
険
料
が
上
が
る
の

は
大
変
だ
と
は
思
う
の
で
す
が

具
体
的
に
ど
う
す
る
と
は
言
え

な
い
と
こ
ろ
で
す
｡

★
道
腎
協
　
財
政
が
厳
し
い
の
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
'
財
源
が
か
か
ら

な
く
か
つ
私
た
ち
の
負
担
が
軽

く
な
る
施
策
を
打
ち
出
し
て
頂

き
た
い
｡

要
望
項
目
3

国
の
療
養
病
床
の
再
籍
成
に
つ
い
て

(
3
㌧
4
､
5
の
要
望
項
目
詳
細
に
つ
い
て
は
､
ど
う
じ
ん
1
1
1
号
p
3
参
照
)

回
答
要
旨

担
当
　
高
齢
者
保
健
福
祉
課

○
　
こ
の
度
の
'
医
療
制
度
改
革
に
お
い

て
は
'
療
養
病
床
に
つ
い
て
'
平
成
2
3

年
度
末
ま
で
に
､
老
人
保
健
施
設
等
へ

の
転
換
を
図
る
な
ど
'
医
療
の
必
要
性

に
応
じ
た
再
編
成
が
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
｡

道
と
し
て
は
'
老
人
保
健
施
設
等
へ

直
し
で
は
'
非
課
税
世
帯
は
初

診
時
一
部
負
担
金
だ
け
で
後
は

自
己
負
担
を
免
除
さ
れ
る
の
で

理
解
し
て
欲
し
い
と
い
う
事
で

し
た
｡
今
回
の
税
制
改
定
で
'

住
民
税
の
課
税
'
国
民
健
康
保
　
○

険
の
値
上
げ
､
医
療
費
の
自
己

負
担
増
と
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
で

の
転
換
な
ど
､
地
域
に
お
け
る
十
分
な

受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
た
上
で
､
医

療
の
必
要
性
に
応
じ
た
再
編
成
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
｡

今
後
､
国
に
お
い
て
は
'
病
床
転
換

に
当
た
っ
て
の
地
域
の
受
け
皿
作
り
を

含
め
'
将
来
的
な
二
-
ズ
や
社
会
資
本

の
状
況
等
に
即
し
た
　
｢
地
域
ケ
ア
整
備

指
針
｣
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
'

こ
れ
ら
'
国
の
検
討
の
状
況
や
'
1
0
月

に
実
施
し
た
医
療
機
関
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
'
市
町

村
の
実
情
も
十
分
に
伺
い
な
が
ら
'
市

町
村
等
と
の
連
携
の
も
と
に
'
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み
や
地
域
ケ
ア

体
制
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
､
利
用
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々

に
不
安
が
生
じ
な
い
よ
う
'
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
地
域
に
お
い
て
提
供
さ
れ

る
よ
う
'
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
｡

■
道
　
庁
　
療
養
病
床
再
編
成
に
対
し
て

道
と
し
て
は
十
分
な
体
制
が
出

来
て
か
ら
実
施
す
る
よ
う
国
に



申
し
入
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'

各
医
療
機
関
に
は
療
養
病
床
か

ら
老
健
施
設
へ
の
転
換
な
ど
国

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
医
療
病
床
が
1
 
5
万
床
に
減
る

訳
で
す
が
'
現
在
医
療
病
床
に

入
っ
て
い
る
透
析
患
者
の
今
後

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
｡

■
道
　
庁
　
人
工
透
析
な
ど
特
に
医
療
が

必
要
な
患
者
さ
ん
は
殆
ど
今
ま

で
通
り
と
思
い
ま
す
｡
北
海
道

に
は
医
療
病
床
が
2
万
床
'
介

護
病
床
が
1
万
床
と
合
計
3
万

床
あ
り
ま
す
が
'
介
護
病
床
は

な
く
な
り
ま
す
｡
国
は
全
国
で

療
養
病
床
を
6
割
カ
ッ
ト
す
る

方
針
で
す
が
'
道
と
し
て
は
必
要

な
部
分
は
確
保
し
て
い
き
ま
す
｡

★
道
腎
協

現
在
で
も
老
健
施
設
な
ど
の

受
け
入
れ
体
制
が
不
十
分
な
の

で
､
平
成
2
4
年
4
月
実
施
ま
で

に
道
と
し
て
も
介
護
難
民
が
出

な
い
よ
う
患
者
の
実
態
を
調
査

し
て
医
療
病
床
へ
の
振
り
分
け

を
し
て
も
ら
い
た
い
｡

く
と
思
い
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
医
師
と
話
合
っ
て
決
め
て
下

さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
'
患

者
さ
ん
は
弱
い
立
場
な
の
で
難

し
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

ま
た
'
北
海
道
は
広
大
な
地
域

な
の
で
機
械
的
に
療
養
病
床
が

削
減
さ
れ
る
と
'
地
域
に
よ
っ

て
は
入
院
で
き
な
く
な
る
の
で

は
と
危
倶
し
て
い
ま
す
｡

■
道
　
庁
　
北
海
道
は
国
か
ら
積
雪
寒
冷

地
城
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
'
地
域
の
特
性
を
活
か

す
よ
う
に
'
勘
奏
し
て
地
域
整

備
構
想
を
つ
く
る
予
定
で
す
｡

★
道
腎
協
　
国
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
設

問
を
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
下

さ
い
｡

I
道
　
庁
　
療
養
病
床
を
転
換
す
る
に
あ

た
っ
て
､
い
つ
'
何
年
に
'
老

要
望
項
目
4

腎
移
植
推
進
普
及
活
動
に
つ
い
て

E

g

 

J

･

I

ふ

.

]

一

担
当
　
医
務
乗
務
課

○
　
平
成
1
7
年
の
道
内
に
お
け
る
献
腎
移

植
の
状
況
は
'
8
件
の
提
供
が
あ
り
'
1
4
名

の
方
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
'
今
年

は
1
0
月
末
ま
で
に
6
件
の
提
供
が
あ
り
､

_
2
名
の
方
に
移
植
さ
れ
て
お
り
ま
す
.

社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
は
'
北
海

道
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
､
複
数
の

都
府
県
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
比
較
す
る
と
'
件
数
は
少
な

く
な
り
ま
す
が
へ
　
平
成
1
6
年
以
降
'
着

実
に
件
数
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
､

道
内
で
献
腎
に
よ
り
移
植
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る

■
道
　
庁
　
医
療
病
床
入
所
の
判
定
は
医

師
な
の
で
'
医
師
と
患
者
さ
ん

･
.
･
が
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
い

健
施
設
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
'

ど
の
よ
う
な
施
設
に
変
わ
り
た

い
で
す
か
と
病
院
に
対
し
て
は
　
○

聞
い
て
い
ま
す
｡
患
者
さ
ん
に

は

'

3

月

･

6

月

･

9

月

生

ま

れ
の
方
を
対
象
に
､
主
病
名
･

家
族
構
成
･
住
居
状
況
な
ど

を
聞
い
て
い
ま
す
｡
回
収
率
は

9
3
%
で
し
た
｡

状
況
を
考
え
て
み
る
と
'
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
'
希
望
が
持
て
る
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
｡

道
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
'
こ
れ
ま
で
も
'
北
海
道
腎
臓

バ
ン
ク
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
行
っ
て
き
て
お
り

ま
す
が
'
今
後
も
､
こ
れ
ら
関
係
団
体

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
'
臓
器
の

移
植
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
に
努

め
て
参
り
ま
す
｡

○
　
道
で
は
'
医
療
機
関
内
に
お
い
て
､
臓

器
の
移
植
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
院

内
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
-
に
つ
い
て

は
'
現
在
'
2
1
名
に
対
し
委
嘱
し
て
お
り
'

今
後
も
聾
増
員
し
て
い
く
予
定
で
す
｡

○
　
昨
年
度
'
中
間
評
価
を
行
い
内
容
を

改
訂
し
た
北
海
道
保
健
増
進
計
画
｢
す

こ
や
か
北
海
道
2
 
1
｣
　
は
'
食
生
活
等
の

生
活
習
慣
の
改
善
､
健
診
等
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
｡

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

つ
い
て
は
'
こ
の
基
本
方
針
の
基
本
と

な
る
北
海
道
保
健
医
療
福
祉
計
画
に
基

づ
き
'
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

○
　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
'
道
と
し

て
も
'
今
後
も
継
続
し
て
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
状
況
の
把
握
に
努

め
'
移
植
医
療
に
つ
い
て
道
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
参
り
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
道
で
委
嘱
し
て
い
る
院
内

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
2
1
名
と

い
う
事
で
す
が
'
昨
年
か
ら
1



■
　
1
.
名
し
か
増
え
て
い
ま
せ
ん
｡
学

校
教
育
や
市
町
村
の
健
康
祭
り

や
催
し
も
の
な
ど
に
､
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
派
道
し
て
啓
発
活

動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

_
道
　
庁
　
委
嘱
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
'

院
内
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
し

て
い
る
の
で
難
し
い
の
で
は
o

★
道
腎
協
　
脳
死
臓
器
摘
出
病
院
を
増
や

す
の
は
条
件
が
厳
し
く
難
し
い

の
で
し
ょ
う
が
､
心
停
止
で
の
臓

器
摘
出
病
院
は
国
か
ら
の
指
導

で
増
や
し
て
欲
し
い
｡
A
r
｣
後
も
道

立
や
公
立
病
院
で
の
入
院
患
者

に
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

の
所
持
の
確
認
を
お
願
い
し
た

い
'
ま
た
､
腎
提
供
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
の
公
共
の
場
所
や
道

と
思
い
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
院
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
-
の

増
員
計
画
は
｡

■
道
　
庁
　
あ
く
ま
で
も
､
病
院
の
方
で

理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
'
今
後
も
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
｡

★
道
腎
協
　
学
校
教
育
や
健
康
祭
り
な
ど
'

外
部
に
派
遣
で
き
る
コ
-
デ
ィ

要
望
項
目
5

通
院
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

E

)

I

)

.

∵

ニ

担
当
　
介
護
保
険
課

○
　
本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
改
正

介
護
保
険
法
に
お
い
て
'
要
支
援
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
'
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
改
正
さ
れ
た

ネ
ー
タ
-
は
何
名
く
ら
い
い
る

の
で
し
ょ
う
か
｡

■
道
　
庁
　
道
で
人
件
費
を
出
し
て
い

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
1
名

で
担
当
し
て
い
ま
す
｡
可
能
な

限
り
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
｡
ま
た
､
場
合
に
よ
っ
て
は

臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
応

援
を
頼
む
事
も
可
能
で
す
｡

路
で
の
使
用
許
可
の
手

続
き
に
､
行
政
か
ら
も

便
宜
を
図
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
｡

t
道
　
庁
　
脳
死
摘
出
病
院
以
外

の
臓
器
摘
出
病
院
は
多

い
の
で
は
な
い
か
｡
ま

た
'
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
よ
う
な
活
動
で
あ
れ

ば
'
札
幌
市
と
協
議
し

て
協
力
で
き
る
の
で
は

と
こ
ろ
で
す
が
'
訪
問

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
1

つ
で
あ
る
　
｢
通
院
等
の

た
め
の
乗
車
又
は
降
車

の
介
助
が
中
心
で
あ
る

場
合
｣
　
に
つ
い
て
は
'

こ
れ
ま
で
同
様
､
要
介

汚
者
に
限
定
さ
れ
ま
し

た
こ
と
か
ら
'
要
支
援

者
を
対
象
と
す
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

■
道
　
庁
　
介
護
保
険
で
通
院
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
て
も
'
透
析

を
受
け
て
い
る
方
は
､
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
な
の
で
'

障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
象
に

な
る
と
思
い
ま
す
｡
自
立
支
援

法
で
全
身
状
態
を
勘
案
し
て
障

害
区
分
に
な
れ
ば
通
院
介
助
が

適
用
に
な
る
の
で
は
｡
ま
た
､

自
立
支
援
法
で
は
､
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
と
'
市

町
村
独
自
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ

要
望
項
目
6

通
院
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

北
海
道
で
は
､
人
工
透
析
を
受
け
て
い

ス
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
'
個
別
に
相
談
し
て

み
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
現
在
作
ら
れ
て
い
る
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
は
要
支
援
な
ど
の

方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

た
め
の
も
の
か
｡

■
道
　
庁
　
要
支
援
や
介
護
保
険
の
適
用

除
外
者
に
対
し
介
護
予
防
を
含

め
総
合
的
相
談
を
受
け
る
所
で

す
｡
2
年
間
で
全
市
町
村
に
設

置
さ
れ
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
包
動
ベ
ッ
ト
'
電
動
車
椅
子

は
以
前
は
要
支
援
や
要
介
護
-

で
レ
ン
タ
ル
や
貸
与
だ
っ
た

が
､
4
月
か
ら
自
分
で
只
う
よ

う
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
｡

●
道
　
庁
　
屯
動
車
椅
子
な
ど
は
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
判
断
に
よ
り
貸

与
す
る
も
の
で
す
｡
介
護
保
険

は
全
身
状
態
を
介
護
の
観
点
か

ら
見
て
判
断
す
る
も
の
で
す
｡

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
｡

る
患
者
に
つ
い
て
､
居
住
地
の
市
町
村
に



人
工
透
析
を
実
施
す
る
施
設
が
無
く
､
他

の
市
町
村
に
通
院
す
る
場
合
な
ど
に
お
い

て
'
通
院
交
通
費
助
成
を
し
て
き
ま
し
た
｡

し
か
し
､
虫
近
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
'

通
院
の
距
離
は
変
わ
ら
な
い
が
助
成
の
対

象
に
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
患

者
か
ら
不
安
の
声
が
出
て
い
ま
す
｡

道
か
ら
は
'
経
過
期
間
を
設
け
平
成
1
 
8

年
度
に
お
い
て
通
院
に
係
る
実
態
把
握
に

努
め
る
な
ど
､
必
要
な
検
討
を
行
う
と
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
'
見
直
し
に

よ
っ
て
助
成
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
｡

回
答担
当
　
障
害
者
保
健
福
祉
課

腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
交
通
費
助
成
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
'
平
成
柑
年
度
に
単

価
の
改
正
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
､
平
成
1
6
年
1
0
月
に

実
施
さ
れ
た
重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付

事
業
の
見
直
し
と
時
期
が
重
複
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
､
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
施
策
の

一
つ
と
し
て
'
見
直
し
の
時
期
を
3
年
間
引

き
延
ば
す
と
と
も
に
'
市
町
村
合
併
に
よ
り

同
一
市
町
村
の
攻
い
と
な
っ
た
方
々
に
つ

い
て
も
'
経
過
措
罪
と
し
て
補
助
対
象
と

す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
｡

平
成
1
9
年
度
か
ら
は
､
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
'
平
成
1
 
8
年

度
に
喪
適
し
た
実
態
調
査
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
'
制
度
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

★
道
腎
協
　
平
成
1
 
6
年
1
 
0
月
の
マ
ル
障
見

直
し
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
施
策

で
通
院
交
通
費
助
成
事
業
を
充

実
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
'

非
常
に
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
で

す
｡
こ
の
事
菜
を
利
用
者
に
使

用
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
検
討
す

る
と
い
う
事
で
す
が
'
そ
の
結

果
は
出
た
の
で
し
ょ
う
か
o

■
道
　
庁
　
予
算
の
関
係
に
な
り
ま
す
の

で
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
｡
た

だ
､
実
態
調
査
の
中
で
ウ
エ
ー

ト
と
し
て
は
､
平
成
1
 
3
年
か
ら

は
多
少
で
す
が
'
自
分
で
運
転

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
か

自
動
車
を
使
っ
て
い
る
方
が
'

減
っ
て
い
ま
す
｡

★
道
腎
協

証
明
吉
の
簡
素
化
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
'
い
ま
だ
に
出
来
て

い
ま
せ
ん
｡
通
院
証
明
香
な
ど

提
出
苫
類
が
必
要
で
'
経
費
が

か
か
る
の
で
困
っ
て
い
ま
す
｡

平
成
1
9
年
度
か
ら
こ
の
事
菜

を
見
直
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
'

今
ま
で
見
直
す
と
い
う
と
改
悪

に
な
っ
て
い
ま
す
｡
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
施
策
の
観
点
か
ら
も
事

業
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
制

度
存
続
を
強
く
要
望
し
ま
す
｡

■
道
　
庁

★
道
腎
協

★
道
腎
協
　
財
源
不
足
の
た
め
､
巌
近
'

市
町
村
独
自
の
交
通
費
事
業
で

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
が

減
ら
さ
れ
た
り
'
廃
止
さ
れ
て

い
ま
す
｡
バ
ス
券
の
無
料
パ
ス

が
廃
止
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
と

い
う
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
o
　
透
析
患
者
は
他
の
病
気
の

患
者
と
速
い
週
3
回
通
院
し
な

い
と
生
命
を
保
て
ま
せ
ん
｡
前

回
の
意
見
交
換
会
の
時
に
通
院
　
★
道
腎
協

市
町
村
合
併
に
よ
る
同
一
市

町
村
に
お
け
る
交
通
費
助
成
対

象
者
に
対
す
る
経
過
措
置
は
5

年
と
い
う
こ
と
で
す
ね
｡

合
併
し
た
年
を
除
い
て
5
年

間
と
い
う
こ
と
で
す
｡

私
の
地
域
で
は
､
一
般
の
障

害
者
と
別
に
透
析
患
者
に
通
院

交
通
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
良
近
市
町
村
合
併
に

よ
り
対
象
者
が
増
え
て
き
て
'

一
人
あ
た
り
の
助
成
費
が
減
っ

て
き
て
い
ま
す
｡
全
国
で
も
北

海
道
は
障
害
者
の
医
療
費
の

一
部
負
担
が
突
出
し
て
多
い
｡

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
施
策
は
是
非

存
続
さ
せ
て
欲
し
い
｡

一
時
的
に
状
態
が
悉
く
緊
急

に
通
院
介
護
が
必
要
な
と
き
に

障
害
程
度
区
分
認
定
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
'
障
害
者
自
立
支

援
法
の
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
の
か
｡

■
道
　
庁
　
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
申
請
を
市

町
村
に
行
っ
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
は
'
支
給
決
定
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
お
い
て
も
'
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
｡
そ
の
場
合
､

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
全
額

を
一
旦
へ
　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
が
'
支
給
決
定
(
た
だ
し
'

障
害
程
度
区
分
-
以
上
が
必
要
)

が
な
さ
れ
た
後
'
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
費
用
の
自
己
負
担
分
以
外
が

返
還
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
o

た
だ
し
､
通
院
介
助
等
に
つ

い
て
は
'
障
害
程
度
区
分
に
該

当
し
な
い
方
に
つ
い
て
は
'
全

額
を
ご
負
担
願
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
'
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡

通
院
介
助
等
障
害
者
自
立
支

援
法
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
'

支
給
に
係
る
申
請
を
な
さ
れ
ま

す
よ
う
ご
配
慮
願
い
ま
す
｡

(
報
告
　
堀
井
和
彦
)
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感
･
蘭
｣

廓

藤

雷

川

棚

仰

い

私
は
､
2
0
歳
の
予
備
校
生
の
と
き
に
人

工
透
析
を
う
け
'
自
分
一
人
だ
け
'
こ
ん
な

状
態
で
'
生
き
て
い
る
限
り
一
生
続
け
る

の
か
と
思
う
と
絶
望
的
に
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
将
来
に
つ
い
て
の
不
安
な
ど
､
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
1
5
年
の
血
液
透
析
の
後
､
移

植
を
経
験
し
'
現
在
は
腹
膜
透
析
を
行
っ

て
い
ま
す
｡
そ
ん
な
私
の
移
植
に
つ
い
て

の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

仕
事
中
に
貧
血
で
倒
れ
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
病
院
の
医
師
か
ら
　
｢
今
ま
で
の
1
 
5

年
間
何
事
も
な
く
透
析
を
し
て
き
た
が
､

今
後
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
　
(
胃
か
ら
の

出
血
に
よ
る
貧
血
)
　
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
る
.
)
　
と
'
言
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
言

葉
は
私
の
気
持
ち
を
移
植
へ
と
向
か
わ
せ

ま
し
た
｡

私
は
'
#
春
時
代
か
ら
透
析
を
し
て
､

家
族
に
随
分
迷
惑
と
心
配
を
か
け
て
き
ま

し
た
｡
そ
の
上
父
親
か
ら
腎
臓
を
培
う
な

ん
て
-
-
と
罪
悪
感
を
抱
い
て
い
ま
し

た
｡
そ
れ
と
同
時
に
健
康
な
人
間
の
体
に

メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
も
感

じ
て
い
ま
し
た
｡

早
く
手
術
を
し
て
元
気
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
と
'
父
に
対
す
る
申
し
訳
な

い
と
い
う
気
持
ち
の
間
で
大
い
に
悩
み
迷

い
ま
し
た
｡
そ
ん
な
葛
藤
の
中
で
移
植
に

む
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
｡
し
か

し
'
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
気
持
ち

に
変
化
が
現
れ
て
き
ま
し
た
｡
そ
れ
は
､

移
植
を
成
功
さ
せ
て
'
元
気
な
姿
で
日
々

等
ら
す
こ
と
が
最
大
の
親
孝
行
に
な
る

と
'
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
｡
そ

う
思
う
こ
と
で
戸
惑
い
や
迷
い
を
吹
っ
き

り
'
素
直
な
気
持
ち
で
手
術
に
向
か
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
｡

い
よ
い
よ
移
植
手
術
の
日
が
き
ま
し

た
｡
父
に
対
す
る
感
謝
を
胸
に
抱
き
手
術

室
に
向
か
い
ま
し
た
｡
4
時
間
後
'
手
術

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
｡
病
室
に
戻
っ
て
､

管
を
通
っ
て
袋
に
た
ま
っ
た
自
分
の
尿
を

見
た
と
き
は
'
う
れ
し
い
よ
う
な
恥
す
か

し
い
よ
う
な
､
何
と
も
言
え
な
い
感
情
が

湧
き
出
て
き
ま
し
た
｡
何
日
か
し
て
管
を

抜
い
て
自
分
で
オ
シ
ツ
コ
を
し
ま
し
た
｡

そ
の
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
｡
は
ん
の
少
し
の
虫
で
し
た
が
確
実
に

自
分
の
力
で
排
尿
し
て
い
る
の
で
す
｡
本

当
に
十
何
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
｡
移
植

手
術
か
ら
3
カ
月
し
て
退
院
と
な
り
'
そ

の
1
年
後
に
は
仕
事
に
復
帰
L
t
　
そ
の
後

1
年
く
ら
い
し
て
月
に
一
度
の
定
期
検
査

の
た
び
に
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
数
値
が
上
昇

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡
父
か
ら
茂
っ

た
大
切
な
腎
臓
で
す
｡
絶
対
に
悪
く
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
｡
拒

絶
反
応
で
は
な
い
の
で
様
子
を
見
る
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
で
仕
事
も
休
ん
で
安
静

に
努
め
ま
し
た
が
､
遂
に
ま
た
､
透
析
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
｡
再

び
透
析
を
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
は
悲

し
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
｡

透
析
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は

シ
ャ
ン
ト
や
残
腎
機
能
の
関
係
も
あ
り
'

腹
膜
透
析
を
選
択
し
ま
し
た
｡
A
p
D
と

い
っ
て
夜
間
自
宅
で
行
う
も
の
で
す
｡
今

は
､
移
植
腎
を
失
っ
た
悲
し
み
と
父
に
対

す
る
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
も
整

理
を
つ
け
て
'
日
々
'
腎
友
会
の
仲
間
た

ち
と
語
ら
い
'
励
ま
し
合
い
な
が
ら
元
気

に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
.

･b)*e)41>Ji)i,)

岩
見
沢

1
月
2
 
1
日
'
日
曜
日
こ
の
目
は
朝
か
ら

天
気
も
良
く
私
達
が
待
ち
に
待
っ
た
新

年
会
-
･
朝
1
 
0
時
に
市
立
病
院
前
か
ら
参
加

者
2
4
名
を
乗
せ
目
的
地
で
あ
る
月
形
温
泉

へ
'
皆
と
話
し
な
が
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ
る

こ
と
数
十
分
目
的
地
に
到
着
o

昼
食
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
'
押
し

花
の
勉
強
に
行
く
人
'
温
泉
に
入
る
人
そ

れ
ぞ
れ
自
由
行
動
に
｡
昼
食
の
時
間
に
な

り
昼
食
会
が
始
ま
る
と
'
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
'
楽
し
い
時



ゲーム･大爆笑のlコマ

閑
を
過
ご
し
ま
し
た
0

5
-
6
月
頃
に
は
お
花
見
が
あ
り
ま

す
!
ま
た
皆
様
方
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

(
報
告
　
柿
崎
　
佳
子
)

十

勝

　

　

十

鰻

新

　

年

　

会

去
る
1
月
2
 
1
日
　
(
日
曜
日
)
　
ホ
テ
ル
宮

崎
に
て
新
年
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
｡

会
長
よ
り
　
｢
今
年
も
体
調
に
気
を
つ
け

皆
で
会
の
活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
｡
｣

と
'
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
'
さ
わ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
尾
形
さ
ん
に
よ
る
　
｢
乾
杯
｣
　
の

音
頭
で
宴
に
入
り
ま
し
た
｡
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
始
め
'
ゲ
ー
ム
も
菜
品
も
盛
り
だ
く

さ
ん
-
･
･
･
｡
ゲ
ー
ム
で
は
お
互
い
の
振
り

を
見
て
大
笑
い
'
惑
い
な
ぁ
～
と
思
い
な

が
ら
も
大
声
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ

ね
｡
料
理
も
　
｢
美
味
し
い
⊥
　
と
大
好
評

で
し
た
｡

今
年
初
め
て
参
加
と
い
う
会
員
さ
ん
も

数
名
い
て
'
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
事
等

が
勉
強
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
｡
こ
う
し
た
横
の
繋
が
り
は

と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
｡
色
々

な
行
事
に
参
加
し
て
多
く
の
情
報
を
交
換

し
あ
い
､
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
参
考
に
し

て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
｡
よ
り
良
い
情

報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に
利
用
し
て
下

さ
い
ね
!
と
に
か
く
こ
の
日
は
参
加
者
全

員
よ
く
食
べ
'
よ
く
遊
び
'
よ
く
語
り
合

い
充
実
し
た
一
日
で
し
た
｡

(
報
告
　
小
笠
原
　
和
枝
)

苫
小
牧
十
十
m
L
 
t

い
の
ち
が
左
右
さ
れ
る
事
が

無
い
よ
う
に

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
'
私
は
苫
小
牧

腎
友
会
の
菊
地
秀
明
で
す
｡

私
は
3
0
歳
で
透
析
に
入
り
ま
し
た
｡
今

か
ら
㍑
年
前
の
こ
と
で
す
｡
私
と
両
親
に

と
っ
て
透
析
の
知
識
な
ど
何
も
な
い
な
か

で
の
導
入
で
し
た
の
で
'
私
も
両
親
も
相

当
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
事
を
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
｡
苦
労
し
な
が
ら
な

ん
と
か
透
析
に
も
慣
れ
て
1
年
後
に
は
仕

事
に
も
復
帰
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
｡

同
時
に
､
当
時
の
病
院
は
導
入
の
み
と

言
う
事
で
近
く
の
透
析
専
門
の
個
人
病
院

に
転
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
こ
の
院
長
先
生
の
奥
様
も
透
析
さ
れ

て
い
た
と
の
事
で
､
腎
友
会
に
と
て
も
理

解
が
あ
り
'
会
の
活
動
も
活
発
で
医
院
に

は
苫
小
牧
腎
友
会
初
代
会
長
の
鷹
圃
さ

ん
'
事
務
局
長
の
伊
藤
さ
ん
は
じ
め
多
く

の
役
員
､
会
員
が
お
ら
れ
ま
し
た
｡

勧
め
て
頂
い
た
の
で
私
も
入
会
し
た
わ

け
で
す
｡
以
降
､
私
は
一
般
会
員
と
し
て
署

名
､
募
金
な
ど
を
通
し
て
の
活
動
で
し
た
P

同
じ
病
院
と
言
う
事
で
会
長
は
じ
め
幹

事
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
み
て
い
ま
し
た
の

で
､
活
動
が
で
き
な
い
私
達
に
代
わ
り
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
に
は
本
当
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
｡
役
員
さ
ん
も
私
達

と
同
じ
透
析
患
者
な
の
で
す
｡

諸
先
輩
の
活
動
で
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
通
り
､
透
析
医
療
の
向
上
'
予
防
医
学

の
啓
禁
､
行
政
へ
の
要
望
な
ど
を
私
達
の

代
表
と
し
て
実
現
し
た
多
く
の
実
紙
が
有

り
ま
す
｡
更
生
医
療
･
育
成
医
療
の
実
現

で
医
療
費
の
軽
減
化
､
予
防
医
療
で
は
'

小
中
高
生
の
検
尿
義
務
化
'
移
植
を
望
む

人
々
に
腎
バ
ン
ク
の
設
立
､
J
R
･
航
空

運
賃
･
有
料
道
路
の
割
引
'
な
ど
が
あ
り

ま
す
｡
こ
れ
ら
の
事
で
は
透
析
を
受
け
て

い
る
人
は
会
員
'
非
会
員
を
問
わ
ず
皆
さ

ん
必
ず
恩
恵
を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
｡

私
達
は
'
現
在
の
障
密
着
自
立
支
援
法

な
ど
で
後
退
す
る
透
析
医
療
に
歯
止
め
を

か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
混
合
診
療

な
ど
で
'
お
金
が
な
け
れ
ば
必
要
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
時
代
が
来
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
｡
会
員
'
非
会
員
の
問
題
で
は
な

い
の
で
す
｡
医
療
費
も
透
析
環
境
も
今
ま

で
通
り
と
は
行
か
な
い
で
し
ょ
う
が
'
金

銭
で
命
ま
で
も
左
右
さ
れ
る
事
が
無
い
よ

う
に
'
現
在
私
も
苫
小
牧
腎
友
会
の
役
員

と
し
て
'
こ
れ
ら
の
事
を
非
会
員
の
皆
さ

ん
に
強
く
訴
え
'
こ
の
厳
し
い
時
だ
か
ら

こ
そ
会
員
と
な
っ
て
一
緒
に
活
動
し
'
透

析
医
療
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
｡
　
　
(
報
告
　
菊
地
　
秀
明
)

EEW..

カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
参
加

1
月
7
日
､
8
日
の
二
日
間
に
渡
り
'

北
見
市
総
合
福
祉
会
館
で
　
｢
カ
レ
ン
ダ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
市
｣
が
開
か
れ
た
｡

市
内
の
福
祉
団
体
の
関
係
者
ら
有
志
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
(
照
井
保
委
員
長
)



が
毎
年
開
い
て
い
る
｡
今
年
で
5
年
日
の

今
回
も
1
5
0
0
枚
を
越
え
る
カ
レ
ン

ダ
ー
や
手
帳
､
日
誌
な
ど
寄
贈
が
あ
り
'

1
0
0
円
～
8
0
0
円
で
販
売
し
た
.

家
庭
や
企
業
か
ら
集
め
た
カ
レ
ン
ダ
ー

や
手
帳
な
ど
を
安
値
で
販
売
'
益
金
を
地
域

の
福
祉
向
上
に
役
立
て
る
｡
二
日
間
と
も
'

吹
雪
だ
っ
た
が
販
売
開
始
前
か
ら
胡
人
以

上
の
行
列
が
で
き
大
盛
況
｡
特
に
日
め
く

り
に
人
気
が
集
ま
り
'
奪
い
合
い
に
な
っ

た
｡
二
日
間
で
約
4
3
0
名
が
殺
到
､
カ

レ
ン
ダ
-
を
求
め
る
市
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
｡

実
行
委
員
会
は
初
年
度
か
ら
益
金
で
車

い
す
を
購
入
し
'
こ
れ
ま
で
1
 
9
台
を
市
内

の
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
し
て
い
る
｡
今

回
も
車
い
す
を
購
入
､
寄
贈
す
る
予
定
｡

余
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
遠
軽
で
開
か
れ
る

カ
レ
ン
ダ
ー
市
に
寄
贈
す
る
｡

(
報
告
　
浅
見
　
恭
行
)

･･･. ･i'f

難
病
連
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

1
 
2
月
1
 
0
日
'
稚
内
市
内
の
ホ
テ
ル
で
'

難
病
連
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
-
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡
3
6
名
参
加
中
2
 
1
名
が
腎

友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
家
族
で
し
た
｡

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
･
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
･
カ

ラ
オ
ケ
等
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
｡

終
了
後
は
温
泉
を
楽
し
み
'
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
｡
来
年
も
又
､
元
気
で
再

会
出
来
る
事
を
願
っ
て
散
会
し
ま
し
た
｡

(
報
告
　
福
田
　
茂
哉
)

滝

川

　

　

肌

　

j

新
年
を
迎
え
て

-
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
新
年
会
-

厳
し
か
っ
た
'
平
成
1
 
8
年
が
去
り
､
新

し
い
平
成
1
 
9
年
を
迎
え
ま
し
た
｡
し
か
し
'

透
析
を
受
け
る
者
に
対
す
る
支
援
も
､
自

立
支
援
法
に
よ
り
改
悪
さ
れ
て
医
療
費
負

担
が
増
大
し
､
生
活
が
厳
し
い
状
態
に
お

か
れ
て
い
ま
す
｡

腎
友
会
滝
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
透
析
を

受
け
て
い
る
方
は
9
5
名
で
'
そ
の
う
ち
3
5

名
(
全
腎
協
･
道
腎
協
に
加
入
し
て
い
る

人
'
腎
友
会
滝
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
透
析
者
の

会
の
み
加
入
し
て
い
る
人
)
　
が
透
析
者
の

会
に
加
入
し
て
い
ま
す
｡
以
前
は
'
ま
だ

多
く
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
'

一
昨
年
の
病
院
経
営
者
の
交
代
や
'
透
析

日
が
月
･
水
･
金
曜
日
に
統
一
さ
れ
た

事
､
透
析
さ
れ
る
方
の
高
齢
化
に
伴
う
活

動
の
制
限
'
医
療
費
の
自
己
負
担
が
増
大

し
た
事
が
会
員
減
少
の
原
因
と
考
え
て
い

ま
す
｡4
月
の
定
期
総
会
ま
で
に
は
'
会
員
加

入
促
進
に
役
員
一
丸
と
な
っ
て
､
頑
張
っ

て
1
人
で
も
多
く
の
方
が
､
透
析
者
の
会

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
み
ま

す
｡
そ
し
て
､
私
た
ち
の
生
活
が
少
し
で
も

向
上
す
る
よ
う
､
全
国
の
仲
間
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

新
年
を
迎
え
'
年
間
の
事
業
で
あ
り
ま

す
新
年
交
礼
と
親
睦
を
兼
ね
'
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
と
新
年
会
を
1
月
2
7
日
に
開
催
し

ま
し
た
｡
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
'
滝
川
タ
ッ

ク
ボ
ウ
ル
で
行
い
'
終
了
後
松
尾
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
本
店
に
於
い
て
'
表
彰
式
を
行

い
'
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
｡
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
を
行
い
､
日
ご
ろ
透
析
に
お
け
る
悩
み

や
考
え
て
い
る
事
な
ど
を
大
い
に
話
し
合

い
'
楽
し
い
1
時
を
和
や
か
に
過
ご
し
ま

し

た

.

　

　

　

(

報

告

　

川

口

　

松

男

)



チ
ャ
レ
ン
ジ
<
8
4

吉
田
季
代
乃
(
札
幌
)

そ
の
長
い
1
日
は
1
本
の
包
話
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
｡
1
 
2
月
1
 
7
日
の
朝
5
時
'
私

は
ま
だ
グ
ッ
ス
リ
と
眠
っ
て
い
ま
し
た
｡

｢
東
京
女
子
医
大
の
○
○
で
す
｡
吉
田
季
代

乃
さ
ん
で
す
ね
｡
肝
腎
同
時
移
植
の
登
録

を
し
て
い
ま
す
ね
｡
実
は
高
知
県
で
ド
ナ
ー

が
で
ま
し
た
｡
あ
な
た
は
第
二
候
補
で
す
｡
｣

《
え
っ
?
本
当
に
?
ど
う
し
よ
う
ー
つ
つ
》

｢
あ
な
た
は
第
二
候
補
な
の
で
手
術
に
な

る
可
能
性
は
低
い
で
す
が
､
意
思
の
確
認

を
し
ま
す
｡
ど
う
で
す
か
?
何
か
質
問
が

あ
っ
た
ら
お
答
え
し
ま
す
ご

何
せ
急
な
奄
話
で
'
し
か
も
寝
起
き
な

の
で
頭
が
働
き
ま
せ
ん
o

｢
あ
の
～
今
日
は
日
曜
日
だ
け
ど
手
術
前

に
透
析
で
き
る
ん
で
す
か
?
｣
な
ど
と
ト
ン

チ
ン
カ
ン
な
質
問
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

｢
大
丈
夫
で
す
｡
そ
れ
は
こ
ち
ら
に
来
て

検
査
を
し
て
か
ら
考
え
ま
す
｡
｣
　
ご
も
っ

と
も
!
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
は
淡
々

と
答
え
ま
す
｡

｢
私
は
札
幌
に
住
ん
で
居
る
ん
で
す
が
､

東
京
ま
で
行
く
の
に
､
た
ぶ
ん
お
昼
く
ら

い
に
な
り
ま
す
が
-
-
｣

｢
大
丈
夫
で
す
よ
｡
ド
ナ
ー
も
高
知
県
な

の
で
手
術
は
夕
方
以
降
に
な
り
ま
す
｡
｣

《
は
ぁ
～
そ
う
で
す
か
(
た
め
息
～
)
》

｢
そ
れ
で
は
家
族
の
方
と
よ
く
相
談
し
て

結
論
を
出
し
て
く
だ
さ
い
｡
3
0
分
後
に
ま

た
こ
ち
ら
か
ら
屯
話
し
ま
す
｡
｣

私
は
9
歳
の
時
に
-
型
糖
尿
病
に
な
り

2
5
歳
か
ら
透
析
を
し
て
い
ま
す
｡
移
植
は
'

膝
臓
と
腎
臓
の
両
方
を
一
緒
に
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

牌
臓
移
植
の
登
録
を
す
る
為
に
は
'

一
ケ
月
入
院
し
て
体
の
隅
々
ま
で
検
査
し

て
､
数
名
の
医
師
の
診
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
｡
登
録
を
完
了
す
る
ま
で

1
年
近
く
か
か
り
'
2
年
前
に
や
っ
と
の

こ
と
で
登
録
で
き
ま
し
た
｡
こ
の
時
点
で

｢
移
植
し
た
い
｣
　
と
い
う
確
固
と
し
た
意

思
を
も
っ
て
い
た
は
ず
な
の
で
す
が
'
い

ざ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
か
ら
奄
話
が

か
か
っ
て
く
る
と
慌
て
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

次
の
奄
話
ま
で
の
3
0
分
間
は
夫
と
二

人
､
移
植
を
受
け
る
か
ど
う
か
の
相
談
を

し
ま
し
た
｡

今
の
体
調
は
ど
う
か
｡
東
京
ま
で
の
飛

行
機
は
重
い
て
る
か
｡
連
絡
す
る
人
は
?

で
も
心
の
中
で
は
余
計
な
こ
と
ば
か
り
考

え
て
し
ま
い
ま
す
｡

《
覚
悟
は
出
来
て
い
る
は
ず
｡
チ
ャ
ン
ス

じ
ゃ
な
い
か
･
-
‥
で
も
で
も
ち
ょ
っ
と
怖

い
-
-
東
京
に
は
付
い
て
き
て
く
れ
る
?

･
･
･
-
お
店
は
休
め
る
?
･
･
-
そ
う
そ
う
最

近
体
重
増
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
た
､
お
腹

の
脂
肪
は
手
術
に
支
障
な
い
だ
ろ
う
か

-
-
あ
ー
つ
冬
だ
か
ら
む
だ
毛
の
処
理
が

あ
ま
い
-
･
》
等
々
｡

あ
っ
と
い
う
間
に
3
0
分
が
経
ち
再
び
奄

話
が
鳴
り
ま
し
た
｡

｢
ど
う
で
す
か
｡
相
談
さ
れ
ま
し
た
か
?
｣

｢
は
い
｡
移
植
の
意
思
は
あ
り
ま
す
｡
｣

｢
第
一
候
補
の
方
も
移
植
の
意
思
あ
り
で

し
た
｡
し
か
し
検
査
を
し
て
医
学
的
に
出

来
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
､
そ
の
時

は
連
絡
し
ま
す
の
で
'
準
備
は
し
て
い
て

く
だ
さ
い
｡
今
日
一
日
は
連
絡
の
と
れ
る

よ
う
な
場
所
に
い
て
く
だ
さ
い
｡
｣

結
局
'
夕
方
4
時
に
東
京
女
子
医
大
の

医
師
よ
り
第
一
候
補
の
手
術
が
決
定
し
ま

し
た
と
連
絡
が
入
り
ま
し
た
｡

そ
の
日
は
一
日
中
な
に
も
手
に
つ
か
ず
､

落
ち
着
か
な
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
｡

今
回
の
体
験
で
'
私
は
移
植
へ
の
覚
悟

が
ま
だ
出
来
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
と
気
が

付
き
ま
し
た
｡
第
一
候
補
の
方
の
手
術
が

決
ま
っ
て
'
ど
こ
か
に
は
っ
と
し
て
い
る

気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
｡

1
0
月
に
移
植
に
つ
い
て
の
取
材
を
受
け

ま
し
た
｡
そ
の
時
に
は
　
｢
献
腎
移
植
は
可

能
性
が
低
い
か
も
し
れ
な
い
が
自
分
は

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
受
け
た
い
.
｣
　
と
'

記
者
に
答
え
て
い
ま
し
た
｡
そ
の
気
持
ち

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

今
回
の
一
連
の
騒
動
の
中
で
'
移
植
に

対
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
良
い

体
験
に
な
り
ま
し
た
｡
そ
し
て
移
植
へ
の

意
思
を
再
確
認
し
ま
し
た
｡
や
は
り
登
録

を
し
た
か
ら
に
は
､
こ
れ
か
ら
は
体
調
に

気
を
つ
け
て
へ
　
い
つ
ま
た
連
絡
が
来
て
も

良
い
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
決
心
し
ま
し
た
｡



活動の取り組みを鋭明する部jL

えりも岬での冒己念投影

.う巴　戦

キャンペーン

値
畠
.
り
･
.
 
･
,
.

青
年
部
部
長
　
阿
部
　
純
一

百
年
部
を
発
足
し
て
今
年
度
は
5
年
の

節
目
の
よ
う
な
年
度
で
何
か
新
し
い
事
を

し
よ
う
と
役
員
で
考
え
な
が
ら
括
動
を
し

て
き
ま
し
た
｡

5
月
の
道
腎
協
総
会
で
は
､
日
頃
の
書

年
部
の
活
動
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
､
青
年
部
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
'

こ
れ
ま
で
の
青
年
部
の
活
動
報
告
や
様
々

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
'
当
日
集
ま
っ
た
百
年
部
員
は
総

会
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
､
会
員
の
方
も

符
年
部
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
｡

最
近
は
'
育
年
部
員
で
､
地
域
の
事
務

局
な
ど
を
兼
任
し
て
い
る
人
も
多
く
な
り

総
会
･
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
に
も
積
極
的

に
出
席
し
地
域
-
符
年
部
-
道
腎
協
､
と

少
し
で
す
が
繋
が
り
が
出
来
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
｡

梅
年
夏
に
交
流
を
メ
イ
ン
に
楽
し
い
親

睦
会
を
行
っ
て
､
1
 
8
年
度
は
静
内
､
浦
河
'

え
り
も
'
と
楽
し
さ
と
少
し
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
や
そ
し
て
百
年
層
同
士
で
熱
く
ま
じ
め

な
話
を
語
り
合
い
ま
し
た
｡

毎
年
役
員
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

て
'
初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た
部
員
も
同

じ
悩
み
等
を
話
し
直
ち
に
打
ち
解
け
へ
　
夜

(
夜
中
)
　
に
は
昔
か
ら
の
友
達
の
よ
う
に

熱
く
括
り
合
う
の
が
好
例
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
是
非
'
青
年
層
の
方
に
は
1
度
参
加

し
て
a
t
い
た
い
と
思
い
ま
す
｡
部
員
一
同

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
｡

今
後
は
､
各
地
域
で
辞
年
部
員
の
活
躍

の
場
を
ふ
や
す
と
と
も
に
青
年
部
員
の
兼

が
り
創
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

現
在
札
幌
青
年
部
で
は
'
青
年
部
が
企

画
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
参
加
や

料
理
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
｡

地
域
で
は
'
毎
年
士
別
腎
友
会
で
7
月

に
行
っ
て
い
る
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
酉
年
部
員
が
参
加
し
'
小
さ
な
患
者
会

と
言
う
事
も
あ
り
大
変
青
ん
で
頂
い
て
い

ま
す
｡発
足
前
の
話
し
合
い
で
は
'
部
員
が
5

名
か
ら
の
始
ま
り
で
し
た
｡
そ
し
て
キ
ロ

ロ
で
の
全
腎
協
書
年
交
流
会
で
は
2
6
名
程

に
な
り
ま
し
た
｡
現
在
に
な
る
ま
で
は

色
々
な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
が
'
現
在
の

部
員
数
は
5
7
名
と
な
り
'
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
仲
間
が
増
え
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
て
い
ま
す
｡
北
海
道
と
い
う
広
い

大
地
で
は
､
移
動
や
交
流
を
し
て
い
く
の

は
難
し
い
事
も
あ
り
ま
す
が
'
有
年
部
ら

し
く
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
て
行
き
な

が
ら
'
会
員
の
皆
様
や
青
年
部
員
に
伝
わ

る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

蔑
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以下の成分は外食のだいたいのEj安です｡

エネルギー､たんばく賃､カリウム､リン､塩分など､ご自分の状態に合った食品摂取をIC)かけましょう｡

メニュー 儘�6ﾈ8ｸ4ﾒ�たんばく巽 �4ｨ8ｨ4X8��りソ �cGﾒ�
(kcal) 中r��(ng) 中ﾖr��(g) 

助六(いなり.太巻.新香巻) 鉄cB�14.3 �#s"�218 釘���

午井 都c��27.1 田�r�306 釘�"�

親子井 都�2�25.5 鉄#��353 �"絣�

うなぎ井 都唐�31.5 鼎�2�403 迭紕�

カレーライス(夏鳥包03SP鳥) ������18.8 田���244 �2綯�

スパゲティ一三-卜ソ-ス 田�"�24.5 田�"�254 �2縒�

焼そば 田C��15.5 鼎C"�255 �"纈�

とんかつ定食(孟誓弁窟og) ���3b�31.2 涛Cb�367 �2紕�

ハンパーク定食(聖二'jifンと'1タ-75) 塔3"�35.8 涛#B�375 釘���

エビマ力□ノクラタン 鼎CR�25.4 鼎sB�447 �"紕�

お好み焼き(豚肉入り) 都���24.2 田ィ�287 �"綯�

ミックスサンド(チーズ./也.軌ツナ) 涛C2�27.6 �3澱�444 釘�2�

松花堂弁当 都�r�45.6 ��Cs"�674 澱綯�

チーズバーガー �3sb�17.3 �#sr�263 �"絣�

フライドポテト(107g) ��3��1.6 鼎���40 ��綯�

ー16-

ひ
と
昔
前
は
'
一
年
の
笑
い
は
じ
め

と
言
え
ば
お
正
月
映
画
'
寅
さ
ん
の
｢
男

は
つ
ら
い
よ
｣
'
浜
ち
ゃ
ん
の
　
｢
釣
バ

カ
日
誌
｣
　
の
2
本
立
て
'
家
族
み
ん
な

で
楽
し
ん
だ
あ
と
ゆ
っ
く
り
食
事
な
ど

し
て
く
つ
ろ
い
だ
も
の
だ
｡
今
は
そ
れ

も
出
来
な
く
て
残
念
｡
再
放
送
を
時
々

テ
レ
ビ
で
見
る
し
か
楽
し
み
が
な
く

話
は
変
わ
る
が
'
基
礎
代
謝
を
上
げ

る
に
は
'
椅
子
に
座
る
と
き
1
 
0
セ
ン
チ

位
､
後
ろ
を
空
け
て
座
る
と
姿
勢
が
良

く
な
り
'
同
時
に
背
筋
や
腹
筋
が
強
く

な
る
の
で
腰
痛
に
な
り
に
く
い
と
の
こ

と
｡
時
間
の
あ
る
方
は
次
の
体
操
を
-

足
を
肩
幅
に
開
き
'
両
手
を
水
平
に
前

に
伸
ば
し
上
半
身
を
左
右
に
ゆ
っ
く
り

な
っ
た
｡
然
し
こ
こ
数
年
の
映
画

界
は
洋
画
･
邦
画
共
に
次
々
と
話

題
作
が
続
き
'
見
る
の
に
忙
し
い

位
だ
｡
こ
の
と
こ
ろ
立
て
続
け
に

札
幌
駅
　
(
ス
テ
ラ
プ
レ
イ
ス
)
　
へ

足
を
運
ん
で
い
る
｡
先
日
も
　
｢
硫

黄
島
か
ら
の
手
紙
｣
　
を
見
る
べ
く

5
0
年
来
の
友
人
と
誘
い
合
っ
て
'

音
響
の
凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら

し
ば
し
無
言
で
楽
し
ん
で
来
た
｡

あ
と
は
女
性
の
特
権
と
も
言
う
べ

き
お
食
事
･
お
茶
･
お
し
ゃ
べ
り
に
花

を
咲
か
せ
'
ス
ト
レ
ス
解
消
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
､
そ
の
あ
と
必
ず
次
回
の

約
束
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
｡
行
き
先

も
一
泊
温
泉
あ
り
'
新
設
の
プ
ー
ル
付

き
温
泉
と
か
､
お
食
事
会
と
か
'
集
合

の
メ
イ
ン
を
何
に
す
る
か
､
こ
れ
も
又
'

楽
し
み
の
1
つ
だ
｡

動
か
す
｡
そ
の
時
手
を
軽
く
握
り

腰
を
下
ろ
す
｡
(
椅
子
に
座
っ
て

も
良
い
)
　
呼
吸
は
自
然
に
す
る
こ

と
｡
(
1
 
0
回
1
2
0
回
位
繰
り
返
す
)

そ
れ
と
大
事
な
の
は
｢
腹
八
分

目
｣
､
食
べ
な
く
て
い
い
時
は
そ

の
物
は
食
べ
な
い
｡

｢
美
人
に
年
な
し
｣
　
｢
美
人
は
言

わ
ね
ど
隠
れ
な
し
｣
　
の
諺
あ
り
'

瓜
実
顔
が
　
｢
昔
の
美
人
の
一
つ
の

型
｣
　
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
.

そ
れ
は
と
も
か
く
'
姿
勢
を
良
く
す
る

こ
と
は
病
気
に
な
ら
な
い
為
の
予
防
の

一
つ
だ
｡
内
臓
が
狭
く
な
る
と
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
'
病
気
を
引
き
起
こ
す
の

だ
と
か
､
せ
め
て
退
院
時
く
ら
い
は
胸

を
張
っ
て
元
気
に
歩
き
た
い
も
の
だ
o

(
久
原
)



地方名 ��9�Hｺb�劒5���署名 剳蜍� 剌趨ｼ 剳蜍� 

平成17年度 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��平成17年度 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��平成17年度 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��平成17年度 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��

旭JI 滴�ﾃ�C��3′460 塔"ﾃS���71,170 ��緜���1′340 辻� 

岩見沢 涛���911 ��r紊���28.800 �3ィ�517 ��R縱���7000 

浦河 塔c2�720 都R緜���130′000 鼎釘�500 ���0 

江別 都���655 �#B�����12.800 鼎��ｲ�343 ���0 

小樽 店�ﾃ3�"�5.140 �#�������160,000 �(�ﾃCs��2′430 �#偵c���10570 

オホーツク 塔S��1′102 ����ﾃ����16′796 鼎C��56ー ���0 

北見 塔#��7ー5 ��づSS��16,000 鉄���506 免ﾂ經S��500 

釧路 �"緜���2′308 鼎��ﾃSc��48.630 �"縱���2.600 ����ﾃss��9000 

札幌 ��8�ﾃ#S2�ll.498 田c��ﾃc���553.960 ��"ﾃ��b�10′587 鉄��ﾃ涛2�65222 

静内 �#3��150 ��B�����16′000 �����81 ���0 

滝Jl �#コ�387 ��偵����36′000 ��釘�229 田����11000 

伊達 鼎S��472 ��h�ﾃ�S��24.000 �3cr�272 �8�ﾃ����0 

千歳 ���0 ���0 ���0 ���0 

道南 �"ﾃ�SB�2.060 鉄rﾃ����30,360 辻�1′390 辻�- 

十勝 �2��迭�2′856 �#���ﾃ����180.000 �"�33B�1′855 ���0 

苫小牧 �"繝s��2′468 �#�bﾃ����174.790 ���ﾃS���1.505 ��"�����18100 

根室 鼎���357 ���0 �#���227 ���0 

深ハ 塔��107 唐�#���5.000 塔��106 ���1000 

室蘭 ���#途�1,163 鉄�紊���50,200 ���1.273 ���7,700 

紋別 鉄Sr�504 �3"�����19′100 ���0 ���0 

夕張 �33��248 �3(�ﾃ3S��19.600 �����138 湯ﾃ3���ll.500 

留萌 都Cb�649 鼎B�����46.000 鼎�"�538 ���4.000 

稚内 ��ィ�93 ���2.000 ��sb�94 ���0 

士別 �#���210 ���0 ��s��100 ���0 

三笠 ��C��164 ��2�����12.000 田R�92 ���0 

富良野 �#3B�199 �#R紊c��32′000 �(�ｳ��188 嶋�ﾃ�3��3.500 

小清水 都C��628 ����#�"�1一000 �3���319 �������500 

名寄 ���2�181 ��B�����4′800 塔��168 ���0 

個人 �� 迭ﾃ���� �� �� 

合計 鼎8�ﾃssR�39.225 ���ﾃンb緜s"�1.691.006 �#rﾃイR�27一959 ��cr��C2�149.592 

『募金配分割合』全腎協募金:地方腎友会50%､道腎協35%､全腎協15%

｣PA募金:道難病連50%､ ｣PA30%､道腎協20%､ -は地元難病連支部に納入
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11月15日　運営委Ejへ道との意見交換会案内･全円協

総会報告郵送
お正月飾リチラシ地域田友会へ郵送

11月20Ej　　…どうじん'1第111号校正

22日　医療通イ岩卜b13　地域腎友会･役亡コヘメール

便47通発送
24E] 1茎木運営委[ヨ　夕張市役所訪問
-Lどうじん'1第111号2校目出し校正

i萱庁か､ら4=呂来害　意見交換会の要望書の
内容について

28E]笹親局会議4名
29E]  '1どうじん"第111号校正

12月1 E】難病連へ署名送る｢無年金障害者をなくす

会｣　学生無年金訴訟
4Ej　新篠津村役場保健師　野村様にメール倭で

返三Dを出す
5日　"どうじん''第111号最終校正出し

6E]声のテープ"ぜんじんきよう"卜b218号を

旭川･浦河･空欄･士別にメール優で送る
13Ej　　…どうじん''第111号発刊､地域腎友会へ宅

急便22億】発送

全腎協ハンドブック(後期l馬齢壱医療への
要望活動､ i3年郡交流会お矢Dらせ､会議報
告)役es ･幹野へメール便46通出す

19E]道との意見交換会　掛札､山口､北､昌木､

栗LIJ､堀井(敬称略)
12月22Ej　医療通信　役Ej ･地1或腎友会事務局へ

12月26Ej　　-`どうじん" 1 12岩原稲依頼郵送

12月28B　役E3推薦状全腎協へ郵送

活動報告書提出願い地域胃友会へ
1月10日　機関誌全腎協発送
1月11日　(社)全腎協へフロック胃成茸値上げ要望

若郵送
1月12Ej　9張市立病院事務次長へ透析施設存続状況

確認
道の担当者(57張透析施設)に:状況確認

1月16E]軍務局会議5名
1月17日　道との意見交換会報告､要望､回害､患者

会マニュアル､入会Q&A､ E]程表､道腎
協役E】推薦状郵送｡運営会議案内郵送

1月22Ej　大橋道議に夕張開i垂FAX

道庁b､ら夕張ra関係部署と協議中との回答
1月23日　全腎協に夕張の患者の内訳報告
1月3〕日　夕張市長へ透析患者について要望専提出
1月31日　道知事に要望書提出　道か､ら4名対応
2月6日　琴務局会岩島4名
2月7B　道議会各派に要望善提出

医療通信､声のテープメール便にて送る
2月8B　全胃協へ活動報告
2月10､11日　運営会呂義開催
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エルビス
楽　手ドリ　ンク

｣nlJ

1 q50*AIJ

10,500円(iul即､

1事11 0暮^り

2'490円は…見込I
｢岳両≠垂示lあたi) ]

･t･t･ふ･･ ･ ･.ヲ0../エルビス

エルビスは､透析を受けている皆様

に不足しがちな栄兼成分､とくに心廉

や血管､血液を健全に保つために必要

とされる栄養成分をバランスよく配合

した栄養ドリンクですo

この度､発売したコエンザイム杜は､

エルビスに不足する水に溶けない栄養

成分をあっめたものです｡皆様の健康

維持に併せてご利用ください｡

E厩エルビス株式会社
〒533-0033大阪而東,EJ11区東中島lT目18 27

還012013931578
(受付)平日900-1800.土日･祝休業

1 Lit:I 06･480915575 (24JMtfl)

唾elpl8@jE)y.OCn.ne.jp

FiE7Ⅶ http /Iwww12 ccn n8 JF)relpFE)/

皆古手かJaの翁便IJ

この頃は健康食品が大はやりで､雑誌.チラシ､テレビ

などの宣伝や家にもいろいろと情報が送られてくる｡

今までそういったものには一切目をむけず,利用もし

なかったのですが, I)L/ヒスは別ですねoきっかけは

透析中の足の疫学で苦しむ私を見かねて友人がく

れた1本とパンフレットです｡今では足のツリはもち

ろんムスムス感も改善したし､透析後半の血圧低下

もすっと楽になっています｡工JL/ヒスは私たちのため

の架暮補助食品として作られているしいつ電話

してもとても感じがよいので信頼しています

格もgt　女性　7011丑析歴14年

=●■●●-●●日日●=●●●■●●●日日

透析を始めてから､透析中の足のケイレン.透析後

半の急激な血圧低下や透析が終わった後のカラタ

がこわばるような倦怠感,頭痛月の痛みなどほん

とうに苦しみました｡工ルヒスを飲んで4ケ月ほどに

なりますが,最近では透析になれてきたこともあり､

そんな症状は少なく.車重<なり体調もよくなってきま

した｡これからもすっと栄養剤として利用するつ

もりです｡

熊本県　男性　50歳　透析歴7ケ月

=●●●◆●●●●●■●日日●=●●●■■●●●●-●●-

いままで貧血が悩みの種で,工ホをいくら増還しても

らってもへマトが30を超えることはなく体田かなと;

医師からも云われ･半分あきらめていたのですが1 /

ルヒスで改善しましたゥ毎日1本を9月6日から飲み始:

め, 1 1月6日の検査結果(1 1月20Ejに′度された)で上.

かっているのかわかり. i 1月20日の検査結果を菜し'.

みにしていたら.うれしいことに初めてへマトかご30を　●

超えていました｡そのせいかLカラグも軽くなったよ　こ

うにノ惑L;るし友人からもだ喜色がよくなったと言わ

れ重んでいますり

愛媛県　男性　63歳　透析歴5年

=●-●-●-●■日日日日■●

エルビスを飲み始めてl年姫った今.休調にはとくに

問題も無く.お膳様でとても元気にしています｡ LJ所

感していた透析後のからだのこわばりやタルサが消

え,重たく感じたカラタが車至くなったようです,)また

透析中も後半の血圧低下による何ともいえない気

持ちの悪さや頭痛などの苦しさが無くなり最後まで

笑顔で終わることが出来ます｡効果を感L/始めたの

は飲み始めて2-3ヶ月経った頃です⊃

LIJDgt　女性　48JL　丑析歴2年
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